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図９．参加者による塗り絵（その 1）  

 

 

図１０．参加者による塗り絵（その 2）  

 

３ -６．自分のすきな色をつかって、絵をかいてみよ

う！  

参加者が混色により好きな色を作り、その色を活か

すように絵を描いてもらうことを行った。きれいな黒色は

作れないため、ここでは黒色の kitpas を貸し出せるよう

にし、黒色も使えるようにした。 

永原は、本画材が混ざりやすい性質であることから、

指でなじませられることを紹介した。まるで油絵具をペ

インティング・ナイフで混ぜて、それを平たく塗ったよう

な絵に表現できる。これを使って、絵に影や陰影を表

現する“ぼかし技法”が可能になる。人間が持つ固定

概念を取り除き、自由に描いてもらうことも多角的な見

方を養う手助けになると考える。また、指に少し水を付

けて塗った色の上をなぞると、より繊細にぼかすことが

できる方法も紹介した。 

参加者が描いた作品の一部を図１１、図１２に示す。

図１２の作品は、この“ぼかし技法”を非常に効果的に

使い、ぶどうの質感をうまく表現していた。作者は小学

生であったが、その感性と表現力に驚かされた。 

 

図１１．参加者による作品（その 1）  

 

 

図１２．参加者による作品（その 2）  

 

４４．．おおわわりりにに 

「色の三原色」をテーマに、ワークショップを実施し

た。物理的な重ね塗りだけでなく、併置加法混色や継

時加法混色の方法もあることを紹介し、それらの観察・

体験をしていただいた。最後の作品作りでは、予想以

上に素敵な作品が作られていて、木村・永原ともに驚

きがあった。多くの参加者に楽しんでいただけたと思う

一方で、科学的トピックスをさらに追加する必要性があ

るように感じた。例えば、画材の材料である顔料と展色

材に注目することや、インクが消せるものと消せないも

の、油性と水性の違いは何かなどである。また、未就

学児を対象に実施できる可能性も検討した。難しい操

作や手順はほぼないはずであるため、対象年齢を拡

大してできるように思われる。今後検討を重ねたい。 
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色のイロいろワークショップ「星色ビーズ飾りを作ろう！」実施報告  

 

野 村  美 月＊ 
 

 

概 要 

 

2026 年 2 月 15 日に「色のイロいろワークショップ」の一環として、「星の色」をテーマに星の一生と色の

関係について学ぶワークショップを実施した。前半に星の一生と星の色の関係についてプラネタリウム番

組「星の一生」で使用した動画などを活用しながら説明を行い、後半では星の色を表現したビーズを用

いた飾りを作りながら前半に学んだ星の一生と星の色の関係について再確認した。  

ここでは、実施内容の詳細やビーズ飾りの製作等について報告する。 

 

 

１１．．ははじじめめにに    

「色のイロいろワークショップ」は筆者と猪口学芸員、

木村学芸員が「色」をテーマにそれぞれ異なるワーク

ショップを実施するものである。筆者が担当した「星色

ビーズ飾りを作ろう！」は、開催時に投影していたプラ

ネタリウム番組「星の一生」と関連し、番組にも登場し

た星の一生と色の関係を、星を模したビーズを使った

飾りを作ることで理解することを目標としたワークショッ

プである。 

 

２２．．イイベベンントト概概要要   

日    時：2026 年 2 月 15 日（日）   

➀10：30～12：00 ②14：00～15：30  

場    所：大阪市立科学館１F  

みんなのサイエンス・ラボ 

対    象：小学 3 年生以上   

主な内容：①星の一生についての解説   

       ②ビーズ飾りの作成   

 

３３．．ビビーーズズ飾飾りりににつついいてて  

本ワークショップでは写真１のような、4 本のパーツか

ら成るビーズ飾りを作成した。  ビーズはそれぞれの天

体の特徴を表しており、パーツの長さは寿命の長さを

表現している。それぞれのパーツは左から「太陽より軽

い星」「太陽と同じくらいの重さの星」「太陽より重い星」

「太陽よりかなり重い星」の一生をイメージしたものであ

 
  *大阪市立科学館  

m-nomura@sci-museum.jp 

る。それらのパーツをストラップパーツでひとつにまとめ、

上部には星が生まれる散光星雲を表現した大型のビ

ーズを取り付けた。それぞれのパーツについては以下

で詳述する。 

 

写真１．ビーズ飾り 

 

３-１．太陽より軽い星  

  赤色矮星をイメージした、赤色の小サイズのビーズ

を 15個繋げた。赤色矮星は非常に寿命が長い星であ

るため、他の 3 つのパーツよりも長くなるように設計した。 

 

写真２．太陽より軽い星の一生を表したパーツ 
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３-２．太陽と同じくらいの重さの星  

赤色矮星をイメージしたビーズよりも少し大きな中サ

イズの黄色のビーズの後に大サイズのオレンジ色のビ

ーズ、特大サイズの赤色のビーズをつなげることで星が

膨張し、色が変化していく様子を表現した。その後に

は、惑星状星雲を表現するために靄がかかったような

模様のビーズと白色矮星をイメージした小さな白色の

ビーズを繋げた。 

  

写真３．太陽と同じくらいの重さの星の一生を表した

パーツ 

 

３-３．太陽より重い星  

 大サイズの黄色のビーズの後に特大サイズの黄色、

オレンジ色、赤色のビーズを繋げた。その後には超新

星爆発をイメージしたキラキラとした見た目のビーズと

中性子星をイメージした暗い茶色のビーズを繋げた。 

  

写真４．太陽より重い星の一生を表したパーツ 

 

３-４．太陽よりかなり重い星  

  青色巨星をイメージした特大サイズの青色のビーズ

の後に、同じく特大サイズの黄色、オレンジ色、赤色の

ビーズを繋げた。その後には超新星爆発をイメージし

たキラキラとした見た目のビーズとブラックホールをイメ

ージした小さな黒いビーズを繋げた。寿命が短い星で

あることを表現するために、長さは他の 3 つのパーツよ

りも短くなるように設計した。 

 

写真５．太陽よりかなり重い星の一生を表したパーツ 

 

以上の 4 点のパーツの作成手順については、ビー

ズ細工を作ったことがない初心者にも理解しやすいよ

うに写真６のようなマニュアルを作成した。 

 

図１．パーツの作成マニュアル 

 

４４．．実実施施内内容容   

４-１．星の一生についての解説  

ビーズ飾りを作る前段階として、まず星の一生とは

一体どのようなものなのかを知ってもらうための解説を

行った。今回のワークショップは対象年齢小学校 3 年

生以上とし、上限は定めていなかったが参加者のほと

んどが小学生であった。そのため、まずは星の輝きは

永遠のものではなく私たち人間と同じようにどこかで生

まれ、成長し、最後には終わりを迎える、星にも一生が

あるというところから話を始めた。その後、人間とは違っ

て星に父親と母親がいるわけではなく、ガスや塵が集

まって誕生すること、そして生まれてからどのような一生

を過ごすかは生まれたときの体重（質量）によって決ま

ってしまうことを同時期に投影していたプラネタリウム番

組「星の一生」で使用した動画も取り入れながら解説

した。 
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３-２．太陽と同じくらいの重さの星  

赤色矮星をイメージしたビーズよりも少し大きな中サ

イズの黄色のビーズの後に大サイズのオレンジ色のビ

ーズ、特大サイズの赤色のビーズをつなげることで星が

膨張し、色が変化していく様子を表現した。その後に

は、惑星状星雲を表現するために靄がかかったような

模様のビーズと白色矮星をイメージした小さな白色の

ビーズを繋げた。 

  

写真３．太陽と同じくらいの重さの星の一生を表した

パーツ 

 

３-３．太陽より重い星  

 大サイズの黄色のビーズの後に特大サイズの黄色、

オレンジ色、赤色のビーズを繋げた。その後には超新

星爆発をイメージしたキラキラとした見た目のビーズと

中性子星をイメージした暗い茶色のビーズを繋げた。 

  

写真４．太陽より重い星の一生を表したパーツ 

 

３-４．太陽よりかなり重い星  

  青色巨星をイメージした特大サイズの青色のビーズ

の後に、同じく特大サイズの黄色、オレンジ色、赤色の

ビーズを繋げた。その後には超新星爆発をイメージし

たキラキラとした見た目のビーズとブラックホールをイメ

ージした小さな黒いビーズを繋げた。寿命が短い星で

あることを表現するために、長さは他の 3 つのパーツよ

りも短くなるように設計した。 

 

写真５．太陽よりかなり重い星の一生を表したパーツ 

 

以上の 4 点のパーツの作成手順については、ビー

ズ細工を作ったことがない初心者にも理解しやすいよ

うに写真６のようなマニュアルを作成した。 

 

図１．パーツの作成マニュアル 

 

４４．．実実施施内内容容   

４-１．星の一生についての解説  

ビーズ飾りを作る前段階として、まず星の一生とは

一体どのようなものなのかを知ってもらうための解説を

行った。今回のワークショップは対象年齢小学校 3 年

生以上とし、上限は定めていなかったが参加者のほと

んどが小学生であった。そのため、まずは星の輝きは

永遠のものではなく私たち人間と同じようにどこかで生

まれ、成長し、最後には終わりを迎える、星にも一生が

あるというところから話を始めた。その後、人間とは違っ

て星に父親と母親がいるわけではなく、ガスや塵が集

まって誕生すること、そして生まれてからどのような一生

を過ごすかは生まれたときの体重（質量）によって決ま

ってしまうことを同時期に投影していたプラネタリウム番

組「星の一生」で使用した動画も取り入れながら解説

した。 
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写真６．星の一生についての解説の様子   

 

４-２．ビーズ飾りの作成  

 事前準備として、飾りを作るのに必要なビーズ・丸カ

ン・ストラップパーツなどをトレーにひとまとめにして机に

セッティングした。また、本ワークショップで用いるパー

ツは小さなものが多く、落としてしまうと見つけるのが非

常に難しいため、基本的にはトレーの上で作業をする

ように指示をした。途中、作成途中のパーツを落下さ

せビーズがバラバラになってしまった参加者もいたが、

トレーの上で作業をしていたためビーズの回収に手間

取ることなく作業を再開することができた。 

 

写真７．セッティングの様子   

 

 作成に入る前にビーズ飾りの完成系を見せ、色と大

きさが異なるビーズが星を表していること、そしてパーツ

の長さが星の寿命の長さを表現していることなどを説

明し、前半の解説とこれから作るビーズ飾りの関係を

確認した。 

材料と道具の確認をした後には、パーツのひとつを

マニュアルに沿って一緒に作成した。その際にはみん

なのサイエンス・ラボに設置されている真上からのカメラ

を利用し、手元を拡大して大型モニターで表示した。こ

れにより、写真ではわかりづらいゴム紐の結び方の説

明が容易になった。 

  

  
写真８．手元を拡大してモニターに表示している様子   

  

①の回では、最初に「太陽よりも軽い星」のパーツを

作成した。理由は、「太陽よりも軽い星」のパーツは小

サイズの赤色のビーズを繋ぐだけでほぼ完成するため、

作業に慣れてもらうのに適当ではないかと考えたため

である。しかし、このような作業に慣れていない参加者

にとっては小さなビーズを扱うことはこちらの想定以上

に難易度が高かったようで、参加者によって作業スピ

ードに大きな差が出てしまった。そのため、早く作業が

終わった参加者には次の作業の説明までの待ち時間

が発生した一方で、イベント実施時間内に作業を完了

できない参加者がいる状況を発生させてしまった。 

そのため、②の回では最もビーズの数が少ない「太

陽よりかなり重い星」パーツを一番初めに作ることとし

た。これにより、作業スピードの差によって発生する待

ち時間を最小限にすることができた。また、最初のパー

ツ作りに苦戦していた参加者の保護者に積極的にサ

ポートのお願いをすることで、どの参加者もイベント時

間内に作業を完了することができた。 

 

写真９．保護者のサポートを受けながら作業をする参

加者  
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５５ ..参参加加者者のの反反応応   

イベント終了後に「星の重さはどうやって計るのか。」

「地球は重い星なのか？軽い星なのか？（寿命はどれ

くらいなのか）」と、重さに関する質問があったことからも、

星の一生が生まれたときの質量でほとんど決まってしま

うことは参加者にとっては、大きなインパクトがあったと

思われる。これは人間の一生と星の一生の間で似てい

るところと、違うところを共に確認するような構成にした

ことで、星の一生について理解を深めることができたか

らではないか考える。 

 

６６．．今今後後のの課課題題  

アンケート結果を見ると、「難易度は高いが楽しかっ

た」「ためになった」というような感想が多く寄せられて

いた。本ワークショップは細かい作業を伴う工作が主体

のワークショップであったことから、どうしても参加者の

得手不得手によって作業時間に差が発生してしまう。

その差を最小限にするための工夫が足りていなかった

ことは大いに反省したい。今後、同ワークショップを実

施する際は、ビーズのサイズを大きくするなど作業負担

を軽減する工夫を取り入れることが、参加者の満足度

向上につながると考えられる。  

 

７７．．おおわわりりにに  

今回のワークショップ中に 「太陽よりも軽い星」のパ

ーツを作っていた参加者が「小さい赤い星のは長いか

ら作るのに時間がかかる！…そのぐらい死ぬのに時間

がかかるってこと？」と、自身の体験と習った知識を結

び付けて理解を深める場面に立ち会うことができた。

天文分野は実物資料を用いた学習が難しい分野では

あるが、本ワークショップで作成したビーズ飾りのような

事象を模式化した教材を用いることで理解を深めるこ

とが可能である。今後もこのような教材を開発・活用し

てワークショップに取り組んでいきたい。  
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